
(1)　ひとよし市議会だより　2026.8.1

復活!!くま川鉄道
P2～3 くま川鉄道全線開通へ
P4 ６月定例会報告
P5 委員会報告
P6～9 一般質問　～市政を問う～

P10 政務活動費収支報告
P12 アンケートのご質問に
 議長がお答えします！

編集 議会報編集委員会

発行 人吉市議会
   人吉市西間下町字永溝７番地１
   ☎ ０９６６－２２－２１１１（代）
   E-mail   gikai@hitoyoshi.kumamoto.jp

市のホームページでもご覧になれます
URL https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

ひ と よ し
市議会だより

2026 / 令和８年８月１日 発行

主
な
内
容

第129号

(1)



ひとよし市議会だより　2026.8.1　(2)(3)　ひとよし市議会だより　2026.8.1

人
吉
温
泉

相
良
藩
願
成
寺

相
良
十
島

肥
後
西
村

一　

武

木　

上

お
か
ど
め
幸
福

あ
さ
ぎ
り

東
免
田

公
立
病
院
前

多
良
木

多
良
木
青
蓮
寺

新
鶴
羽

湯　

前

運転士・車掌
村口 正徳さん

運転士・車掌
旦花 慎大郎さん

運転士・車掌
大野 峻輔さん

復活後も地域の鉄路を守るため､議会として
”何ができるのか”について話を聞いた！
　昨年２月、人吉市議会と球磨郡町村議会は、令和２年７月豪雨災害
からの復旧・復興について、くま川鉄道の現状と存続意義をテーマに
研修を受けた。開業以来赤字決算を計上し、人口減少が加速する中、
廃線ではなく再生へと舵を切った決断とその背景には、この人吉球磨
を思う熱い気持ちと、「なぜ鉄道が必要なのか」という根拠があっ
た。６月議会での予算審査を踏まえ、公共交通としての位置づけが大
きいくま川鉄道に対し、議会として、また地域の住民として何ができ
るのか、共に考える機会としたい。

くま川鉄道管理機構負担金の予算(令和８年度分)

人吉球磨10市町村で負担する額
１億７,８５６万２千円

令和８年６月補正予算(人吉市負担額) 

くま川鉄道管理機構負担金

令和８年度当初予算額･････････490万9千円
　管理分(事務的経費)
６月補正額･････････････････4,830万2千円

６月補正後予算額内訳(5,321万1千円内訳)
①事業分･･･････････････････4,852万9千円 

ア 維持管理委託料 ････････4,814万3千円 
イ 固定資産相当（実費相当）
都市計画税租税公課相当など･･ 38万6千円 

②管理分（事務的経費）･･･････468万2千円 

上下分離方式とは
上：くま川鉄道株式会社(鉄道用地、そ
の他の施設を保有)
下：一般社団法人くま川鉄道管理機構
(車両、鉄道施設を保有)
当初予算では管理分(事務的経費)のみの
計上であったため、今回の補正予算で
事業分を追加補正された。

人吉市負担額：

５,３２１万１千円
負担割合：２９.９２２％

❶各駅へのアクセス(公共交通全
般)の課題を、各市町村の議会
でも共有し、自治体に対して
は改善へ向けた提言
をし続けること。

❷会社経営が自走できるよう、
これまで以上に対話を重ね、
多岐にわたる鉄路の活用方法
を調査研究し実
践すること。

くま川鉄道９月２０日に全線開通

くま川鉄道３つの役割

議会としての決意

①大量輸送力 ②定時性 ③安心・安全

９月20日式典後の一番列車にはぜひ沿道で手を振ってください！

市民の大切な足「くま川鉄道」を

議会も全力応援!!

パスポートくまは
65歳以上は
3,000円で

１ヶ月乗り放題！

人吉球磨の皆さんには
１年に１回は
必ず乗ってほしい！

車両貸し出しOK！
ビール列車などの
ユニークな企画
お待ちしてまーす
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令和８年６月第２回定例会は､６月１日から
６月24日までの24日間開催されました。

令和８年度 一般会計補正予算

６億８,５９２万４千円増額可決
（補正後の総額は212億1,807万6千円）

６月定例会報告

・学校の防犯体制を強化するた

め、市内全小中学校に防犯カ

メラを設置します。(第二中学

校は５月に設置済)

・小学校に13台、中学校に７台の電子黒板を配

備します。主に、令和２年度に配備した電子

黒板の不具合による入れ替えと、特別教室な

どへ配備するためのもの

です。

「温泉文化」について、令和12年度ユネスコ無
形文化遺産登録に向けた動きが加速する中、人
吉温泉を積極的にＰＲしていくため、昨年度ま
での「人吉温泉まつり」から手法を変更し、今
秋から冬にかけた数カ月に渡るキャンペーンを
展開していくためのものです。

・社会実験等の情報発信をはじめとする、復興
まちづくりに関する情報発信に関するもので
す。

・大橋を単なる通過空間から滞在空間へと価値
転換するための社会実験を実施するものなど
です。

・まちなかを回遊・体感できる交通インフラの
形成を図ることなど、より具現化を検討する
ための業務委託料です。

・令和２年７月豪雨災害を起因とした「令和５

年度七地地区農地復旧工事」における請負事

業者への損害賠償額(工事未払金及び遅延損害

金)872万5,909円です。

Q : 遅延損害金29万7,198円の支払いについて､

市民から理解が得られるのか。

A：当該職員へ損害賠償金を求めることを検討

している。

※この件については、議場で、詳細な原因調

査、明確な説明、実効性のある再発防止に努

めること、また、組織的な事務処理体制の点

検を行うよう議長から執行部に対し、強く申

入れを行いました。

人事案件 農業委員会委員

公平委員会委員 中嶽　修平 氏・永田　正輝 氏・上野　博司 氏・山本　憲孝 氏
竹下　　豊 氏・向岩　敏雄 氏・簑田　秀彦 氏・有瀬　英憲 氏
山本　雄二 氏・渕上　澄雄 氏小川百合子 氏

・防犯カメラ設置	 1,056万円
・電子黒板配備	 2,684万円

人吉温泉ＰＲ事業委託料
500万円

まちなか創生事業社会実験等業務
・情報発信	 435万円
・社会実験	 3,449万円
・交通･モビリティ	 666万円

教育費関係

商工費関係

総務費関係

損害賠償(工事未払金)を認める



(5)　ひとよし市議会だより　2026.8.1

●条例案件の３件を承認
・子どもたちのポケットに夢がいっぱい、そんな

笑顔を忘れない古都人吉応援団条例の一部を改
正する条例

　寄附金を財源に、鉄道の利用促進及び鉄道資源の保
存・活用のための事業を新たに追加するもの。

くま川鉄道全線開通に伴う利用促進のため、利用者
の運賃の一部補助として活用できるのか。
直接的な鉄道事業に活用することを想定しており、
利用促進においては今後検討する。

●市道路線の廃止、及び認定について承認
　市道南町地内第２号線に開発道路を加え、新たに市道
を認定するもの。
●損害の賠償について承認
　令和５年度七地地区農地復旧工事における工事費未払
額に対する遅延損害金を含む賠償金について、相手方と

本市の間で損害賠償の額を決定し、和解するもの。
追加工事の積算はどのように行われたのか。
土地改良工事積算基準にて算出し、復旧工事を一体
とした直接工事費を積み上げている。
畦畔復旧などは最初の工事に入っていなかったの
か。
災害復旧工事を行ったが、農家から耕作できないと
の意見があり、今回の復旧工事を行う中で、畦畔復
旧などの要望があり施工を指示した。

※原因を十分検証し、組織体制の改善と再発防止に万全
を尽くすよう強く求めた。

●令和８年度人吉市工業用地造成事業
特別会計補正予算(第１号)を承認

●令和８年度人吉市公共下水道事業特
別会計補正予算(第１号)を承認

経済建設委員会報告 ●委員長　牛塚 孝浩　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　川上 紗智子・村上 恵一・田中 哲

●条例案件の３件を承認
・人吉市税条例の一部を改正する条例(専決処分

の承認)
「地方税法等の一部を改正する法律」が、令和８年３月
31日に公布されたことに伴うもの。軽自動車税、個人住
民税及び固定資産税について見直し等を行うもの。
　固定資産税については、物価指数等が上昇しているこ
とを踏まえ、固定資産税等が課税されない課税標準額の
見直しを行うもので、令和９年度課税分から適用する。
・人吉市都市計画税条例の一部を改正する条例

(専決処分の承認)
　人吉市税条例の一部を改正する条例に準じて改正を行う
もの。
・人吉市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例(専決処分の承認)

　物価上昇等による経済動向を踏まえ、中間所得層の被保
険者の負担に配慮した課税限度額の引き上げ、及び低所得
層に配慮した軽減判定所得の見直しを行うもの。なお、今
年度から子ども・子育て支援金分が加算される。
●令和８年度特別会計補正予算２件(国民健康保

険事業・介護保険)を承認
　令和７年度人事院勧告に基づく給与制度の見直しに伴
い、令和８年度から職員の駐車場利用に対する通勤手当
を新設したことによる増額補正。

どのような職員が対象か。
通勤手当が支給され、駐車場料金を負担
している職員が対象。実費支給となる
が、支給上限は5,000円。

厚 生 委 員 会 報 告 ●委員長　池田 芳隆　　　●副委員長　徳川 禎郁
●委　員　井上 光浩・福屋 法晴

●条例案件の３件を承認
・組織機構見直しに伴う条例改正
　施設マネジメント課に契約係を移管。行財政改革係を
情報政策課情報政策係に統合する所管の変更をするも
の。

組織見直しのメリットは。
行財政改革とＤＸ推進が緊密に関わっているため統
合した。

・人吉市新型インフルエンザ等対策本部条例の
一部改正

　所管を、総務部防災課から健康福祉部保健センターへ
変更するもの。

・人吉市長期継続契約を締結することができる
契約を定める条例の一部改正

　長期継続契約を締結することができる契約の要件を緩
和し、恒常的・安定的なサービス供給を可能にするため
のもの。

長期とはどれくらいか。
リースは５年が最長期間。保守点検業務は３年。
長期継続契約のデメリットで、「契約期間中は仕様
の見直しがしにくい」とはどういうことか。
技術革新による資材費の上昇、人件費
の増額があった場合、その分を別契約と
し、その費用を予算化しなければならな
いこと。

総務文教委員会報告 ●委員長　松村 太　　　●副委員長　豊永 貞夫
●委　員　大塚 則男・平田 清吉・西 信八郎

動画視聴

動画視聴

動画視聴
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～市政を問う～一 般 質 問
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牛塚　孝浩
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事
業
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、
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に
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身
の
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に
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影
響
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あ
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対
に

あ
っ
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ら
な
い
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す
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と
が
で
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な
い
も
の

で
あ
る
。
被
害
の
未
然
防
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、
早
期
発
見
、
被
害
者
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の
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育
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が
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で
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な
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、
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学
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他
、
Ｇ
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と
地
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れ
教
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用
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蔵
庫
設
置
、
吃
音
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の
理
解
と
対
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。

ま
ち
な
か
の
未
来
と

ま
ち
な
か
図
書
館
の
今
後

子
供
の
性
暴
力
被
害
防
止
対
策

徳川　禎郁

西　信八郎

動画視聴

動画視聴
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問
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～市政を問う～一 般 質 問
一
般
質
問
・
通
告
書
は
こ
ち
ら
か
ら
　
　
　
　
※
一
般
質
問
の
録
画
映
像
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
は
、
認
知
症
の
リ
ス
ク
に
も
つ
な
が
る

と
さ
れ
て
い
る
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
と
な
ら

な
い
軽
度
・
中
等
度
難
聴
高
齢
者
に
は
公
的
支
援
が

な
い
た
め
、
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
導
入
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
。

本
市
で
は
、「
聞
こ
え
」
は
介
護
予
防
や
社
会
参
加

に
関
わ
る
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
県
内
外

の
制
度
や
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
、
本
市
に
適
し
た

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

策
定
率
72
％
と
な
っ
た
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
地
域

防
災
計
画
の
実
効
性
向
上
と
、
未
策
定
地
域
へ
の
支

援
に
つ
い
て
の
本
市
の
考
え
は
。

地
域
防
災
官
が
未
策
定
地
域
の
計
画
策
定
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
訓
練
や
計
画
の
見
直
し
を
重
ね
、
実

効
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

西
南
戦
争
１
５
０
年
に
向
け
、
他
自
治
体
と
の
広
域

連
携
や
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

マ
ッ
プ
、
案
内
看
板
の
統
一
整
備
な
ど
、
観
光
へ
の

歴
史
資
源
の
徹
底
活
用
や
郷
土
教
育
な
ど
を
充
実
さ

せ
る
考
え
は
な
い
か
。

令
和
９
年
４
～
６
月
に
特
別
展
を
開
催
し
た
い
。
提

案
の
広
域
連
携
は
、
南
九
州
三
県
の
周
遊
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
等
へ
の
参
加
を
検
討

し
、
多
様
な
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
造
成
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
ス
マ
ホ
で
位
置
情
報
や
解
説
が
見
ら
れ
る
二

次
元
コ
ー
ド
付
マ
ッ
プ
の
作
成
を
検
討
し
、
案
内
看

板
も
総
点
検
を
経
て
可
能
な
限
り
デ
ザ
イ
ン
の
統
一

を
図
り
た
い
。
こ
れ
ら
を
契
機
に
観
光
誘
客
と
満
足

度
向
上
を
図
り
、
学
校
教
育
や
市
民
講
座
等
で
の
郷

土
学
習
も
充
実
さ
せ
た
い
。

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
実
現
へ
！

西
南
戦
争
１
５
０
年
で
の

歴
史
資
源
活
用

豊永　貞夫

村上　恵一

動画視聴

動画視聴

問問

問

答答

答

国
の
要
請
に
対
す
る
地
方
自
治
体
と
し
て
の
主
体
性

と
判
断
は
。

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
検
討
を
重

ね
て
き
た
。
令
和
６
年
度
に
は
、
八
代
市
で
開
催
さ

れ
た
訓
練
を
視
察
し
て
い
る
。
毎
年
、
国
か
ら
共
同

訓
練
開
催
の
意
向
調
査
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
訓
練
の

開
催
が
で
き
て
い
な
い
実
情
を
踏
ま
え
、
参
加
申
出

を
し
た
。

訓
練
の
政
治
的
中
立
性
と
市
民
へ
の
心
理
的
影
響
に

つ
い
て
は
。

国
民
保
護
訓
練
が
一
部
の
政
治
的
な
議
論
に
利
用
さ

れ
、
無
用
な
不
安
を
招
く
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な

備
え
と
し
て
、
実
施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
市
民

の
心
理
的
負
担
に
配
慮
し
、
事
前
周
知
を
丁
寧
に
行

い
、
貴
い
生
命
を
守
る
目
的
の
も
と
、
安
心
し
て
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
実
施
す
る
。

本
年
度
実
施
予
定
の
国
民
保
護
訓
練

池田　芳隆

動画視聴

問問 答答
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マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
か
ら
、
走
行
距
離
、
ト
イ
レ
不
足
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
改
善
、
給
水
所
の
備
品
不
足
の
声

が
あ
っ
た
が
。

令
和
７
年
度
大
会
の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
不

足
等
が
生
じ
な
い
よ
う
、
実
行
委
員
会
で
対
応
を
協

議
い
た
だ
く
。

参
加
者
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
は
。　

過
去
の
大
会
に
お
け
る
経
験
、
大
会
運
営
の
企
画
運

営
会
社
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
踏
ま
え
る
と
、
３
千
人

程
度
が
受
け
入
れ
可
能
人
数
と
捉
え
て
い
る
。　

下
水
道
管
路
の
全
国
特
別
重
点
調
査
の
結
果
は
。

浦
田
第
一
雨
水
幹
線
と
、
相
良
宝
来
町
雨
水
幹
線
の

一
部
が
、
緊
急
度
Ⅱ
と
判
定
さ
れ
た
。
今
後
路
面
か

ら
の
空
洞
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

硫
化
水
素
や
酸
素
欠
乏
対
策
は
。　

職
員
間
の
情
報
共
有
や
、
作
業
者
の
検
知
機
の
携
行

と
活
用
を
徹
底
す
る
。

東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
近
く
の
山
田
川
の
草

木
撤
去
、
御
溝
川
の
土
砂
撤
去
の
実
施
予
定
は
あ
る

の
か
。

河
川
管
理
者
の
県
に
よ
る
と
、
山
田
川
の
立
木
撤
去

に
つ
い
て
は
年
度
内
に
対
応
。
御
溝
川
に
つ
い
て
は
、

現
在
予
定
は
な
い
が
、
現
地
調
査
を
し
て
必
要
が
あ

れ
ば
優
先
度
を
決
め
て
取
り
組
む
。

山
形
県
の
最
上
小
国
川
は
、
２
０
２
０
年
の
流
水
型

ダ
ム
供
用
開
始
以
降
、
鮎
釣
り
客
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。
川
辺
川
ダ
ム
に
お
い
て
は
、
観
光
な
ど
へ
の
影

響
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
の
か
。　

現
時
点
で
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
観
光
振
興
を

図
る
上
で
、
地
域
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
治
水
対
策
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
は
観
光
振

興
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
に
な
る
と
認
識
し
て
い

る
。

ひ
と
よ
し
温
泉
マ
ラ
ソ
ン

下
水
道
安
全
対
策

住
民
の
声
に
応
え
る
支
川
対
策
を

田中　哲

川上　紗智子

動画視聴

動画視聴

問問問

問

問

問

答答 答

答

答

答

学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
増
加
や
多
様
化

に
伴
い
、
個
に
応
じ
た
適
切
で
丁
寧
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
学
習
や
生
活
上
の
困
難
に
対
す
る
細

や
か
な
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
一
人
一
人
の
可
能
性

を
伸
ば
し
、
学
校
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
学
校
現
場
か
ら
支
援
員
増
員
の
要
望
は
あ
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
支
援
員
増
員
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

支
援
員
増
員
の
強
い
要
望
が
あ
っ
て
い
る
。
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
一
人
し
か
配
置
し
て
い
な
い
現
状

で
あ
り
増
員
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
今
後

関
係
部
署
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
必
要
性
は

大塚　則男

動画視聴

問問 答答

～市政を問う～一 般 質 問
一
般
質
問
・
通
告
書
は
こ
ち
ら
か
ら
　
　
　
　
※
一
般
質
問
の
録
画
映
像
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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時
代
に
即
し
た
確
実
な
学
び
に
向
け
た
教
育
長
の
思

い
は
。

学
力
向
上
は
、
学
校
教
育
の
重
点
事
項
と
し
て
当
初

よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
学
力
向
上
は
学
校
づ
く
り
」
で
あ
り
、
授
業
の
質

を
高
め
る
こ
と
を
核
と
し
て
、
学
校
の
教
育
活
動
全

体
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
も
各
学
校
と

一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
共
生
プ
ラ
ス
教
育
福
祉
モ
デ
ル
へ
の
転
換
に
つ

い
て
の
考
え
は
。　

「
教
育
行
政
」と「
福
祉
行
政
」の
一
体
化
、並
び
に「
社

会
教
育
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
」
の
重
要
性
は
、
深

く
認
識
を
共
有
し
て
い
る
。
家
庭
や
地
域
が
抱
え
る

課
題
は
複
雑
化
・
複
合
化
す
る
中
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
に
向
か
う
統
合
的
な
支

援
体
制
の
構
築
・
連
携
の
深
化
、
包
括
的
な
支
援
体

制
構
築
の
検
討
を
進
め
る
。

学
力
向
上
・
環
境
整
備

社
会
教
育
と
福
祉
の
融
合

松村　太

動画視聴

問問 答答

～市政を問う～一 般 質 問

　議会報告会・意見交換会を下記のとおり開催します。今年度は、秋・冬の２回開催いたし
ますので、たくさんの方々のご参加をお待ちしております。
　どなたでもお気軽にお越しください。

第１回
日時：令和８年11月７日(土)

午後２時～４時(予定)
場所：東西コミュニティセンター ２階会議室

第２回
日時：令和９年２月６日(土)

午後２時～４時(予定)
場所：人吉市役所 ２階会議室

議会報告会・意見交換会のご案内

昨年度の議会報告会の様子

みなさんのご意見を
お聞かせください

　人吉市議会では、人吉市教育委員会と共催で、未来を担う子供たちが行政に対する理解を深
め、将来の主権者及び地域住民として主体的に地方自治に参画する知識を深めてもらい、様々
な課題やまちづくり、市民生活と行政との関わりについて学び、未来の人吉市について考える
機会とするもので、毎年開催しています。
　中学生が議員となり、執行部へ質疑・提案を行い、各学校の代表が交代で議長を務め、議事
進行にも挑戦します。
　一般の方の傍聴は可能となっております。中学生の思い描く人吉について､体感しませんか。

日　時：令和８年10月30日(金)
午後１時30分～午後４時30分

場　所：人吉市役所　４階　議場
テーマ：｢人吉市の未来を考える｣
※一般の方向けの動画配信はありません。

「人吉市中学生みらい議会」を開催します

昨年の中学生みらい議会(市提供)
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令和７年度政務活動費収支報告書
政務活動費とは…議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として地方自治法で交付が認

められているものです。

注）・政務活動費の交付を受けた議員を掲載しています。
・政務活動費の交付額は月額２万円。
・収支報告書には金額の多寡を問わず領収書の写しを添えて提出することとなっています。	
・支出額が収入額を上回っても交付額の増額はありません。支出額が収入額を下回った場合は残余を全額
返還しなければなりません。

氏　名 収　入

支　　　　　　　　　　出

調　査
研究費 研修費 広報費 広聴費

要請・
陳　情
活動費

会議費 資　料
作成費

資　料
購入費 人件費 事務所費 合　計

川上紗智子 240,000 7,562 6,300 150,000 163,862

松村　太 240,000 214,570 45,460 7,562 267,592

徳川禎郁 240,000 228,767 124,720 20,319 17,920 391,726

池田芳隆 240,000 146,078 7,562 25,400 179,040

牛塚孝浩 240,000 66,547 153,696 26,268 3,400 249,911

宮﨑　保 240,000 131,078 62,562 8,400 202,040

大塚則男 240,000 66,557 43,950 7,562 118,069

平田清吉 240,000 229,342 107,982 7,562 15,300 360,186

井上光浩 240,000 143,940 7,562 151,502

豊永貞夫 240,000 77,383 15,262 2,160 8,790 103,595

西　信八郎 240,000 228,262 7,562 59,400 295,224

村上恵一 240,000 143,941 7,562 151,503

本村令斗 240,000 0

田中　哲 240,000 228,262 39,720 7,562 275,544

福屋法晴 240,000 228,824 7,562 15,840 252,226

宮原将志 240,000 262,378 7,562 2,112 272,052

合　　計 3,840,000 2,118,773 638,988 335,021 26,268 0 0 2,160 162,862 0 150,000 3,434,072
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議案番号 件　　　　名 議決結果 議案番号 件　　　　名 議決結果

議第41号
専決処分の承認を求めることについて
(令和７年度　人吉市一般会計補正予算
(第１０号))

原案承認 議第52号
人吉市長期継続契約を締結することが
できる契約を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

原案可決

議第42号 専決処分の承認を求めることについて
(人吉市税条例の一部を改正する条例) 原案承認 議第53号 人吉市火入れに関する条例の一部を改正

する条例の制定について 原案可決

議第43号
専決処分の承認を求めることについて
(人吉市都市計画税条例の一部を改正す
る条例)

原案承認 議第54号
子どもたちのポケットに夢がいっぱい、
そんな笑顔を忘れない古都人吉応援団条
例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議第44号
専決処分の承認を求めることについて
(人吉市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例)

原案承認 議第55号 人吉応援団基金条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決

議第45号 令和８年度　人吉市一般会計補正予算
(第１号) 原案可決 議第56号 市道路線の廃止について 原案可決

議第46号 令和８年度　人吉市国民健康保険事業
特別会計補正予算(第１号) 原案可決 議第57号 市道路線の認定について 原案可決

議第47号 令和８年度　人吉市介護保険特別会計
補正予算(第１号) 原案可決 議第58号 公平委員会委員の選任につき同意を求

めることについて 選任同意

議第48号 令和８年度　人吉市工業用地造成事業
特別会計補正予算(第1号) 原案可決 議第59〜

　　68号
農業委員会委員の任命につき同意を求
めることについて 任命同意

議第49号 令和８年度　人吉市公共下水道事業特
別会計補正予算(第１号) 原案可決 議第69号 令和８年度　人吉市一般会計補正予算

(第２号) 原案可決

議第50号
人吉市入札監視委員会設置条例及び人
吉市行財政経営検討委員会条例の一部
を改正する条例の制定について

原案可決 議第70号 損害の賠償について 原案可決

議第51号
人吉市新型インフルエンザ等対策本部
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案可決

令和８年６月定例会の議案等の議決結果

※表決が割れた議案はありませんでした。

　市議会議員として、市政の振興に努めた功績
が認められ、３名の議員が５月に開催された全
国市議会議長会の総会において、表彰を受けら
れました。
　なお、６月定例会で伝達式を行いました。

写真右から
宮 﨑　　 保 議員
大 塚　則 男 議員
平 田　清 吉 議員

長年の功績を称え全国市議会議長会表彰

　南九州中部市議会議長会は、小林市、えびの市、伊佐市、人吉市の４市議会議長で構成さ
れ、地域の諸問題解決に協力し取り組んでおり、毎年合同で議員研修を行っています。
　今年は、７月９日に伊佐市で開催され、
「６次産業化の取組について」の演題で、
猩々農園株式会社 代表取締役 猩々義秋氏の
講演があり、議員の資質向上と研鑽を深めま
した。
　また、講演後に、国道の整備促進を求める
決議、地域医療の確保を求める決議、家畜伝
染病に係る防疫対策等の３つの決議を採択
し、８月３〜４日に国土交通省や農林水産省
の関係省庁や、地元国会議員へ要望活動を行
う予定です。

南九州中部市議会議長会議員研修会へ参加

講演・質疑の様子

議員在職15年表彰
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編
集
後
記

　

今
年
は
４
月
後
半
か
ら
暑
さ

が
増
し
て
、
５
月
に
は
30
度
を

超
え
る
真
夏
日
も
発
生
。５
月

末
に
は
防
災
気
象
情
報
の
発
し

方
が
新
し
く
な
る
と
同
時
に
６

月
初
頭
の
梅
雨
入
り
と
な
っ

た
。こ
こ
数
年
来
の
急
激
な
気

候
変
動
に
よ
る
酷
暑
日
は
災
害

級
で
、
子
供
達
や
高
齢
者
が
心

配
だ
。市
内
各
所
に
設
置
協
力

い
た
だ
い
た「
涼
み
処
」の
活
用

は
必
須
で
あ
ろ
う
。

　

涼
む
と
言
え
ば
、
今
回
表
紙

と
２
・
３
面
で
掲
載
し
た
「
く

ま
川
鉄
道
」
が
来
る
９
月
20
日

に
全
線
開
通
と
な
る
。こ
れ
ま

で
バ
ス
停
で
、
暑
さ
寒
さ
に
耐

え
て
来
た
学
生
た
ち
も
待
ち
望

ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。定
時

性
と
大
量
輸
送
性
、そ
し
て
、快

適
性
を
併
せ
持
つ
鉄
路
の
有
難

さ
を
か
み
し
め
つ
つ
、
や
は
り

人
吉
球
磨
は
１
本
に
繋
が
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思

う
。

文
責:

牛
塚　

孝
浩

【議会報編集委員会】　委員長／宮原　将志　　副委員長／福屋　法晴
委　員／川上　紗智子・松村　太・徳川　禎郁・池田　芳隆・牛塚　孝浩・豊永　貞夫

次の定例会は
８月31日開会の予定です

アンケートのご質問に
　　議長がお答えします！
アンケートのご質問に
　　議長がお答えします！

　令和８年２月(第127号)に実施したアンケートでは、多くの皆さまから貴重なご意

見・ご提案をお寄せいただき、誠にありがとうございました。

　その中で、「なぜ、毎回一般質問をしないのですか？」というご質問をいただきま

したので、私の考えをお伝えいたします。

　一般質問は、議員に与えられた大切な権利であり、積極的に

行使すべきものです。一方で、私は「回数」そのものよりも

「質」が重要であると考えています。

　一般質問は、市政の課題を問いただし、より良いまちづくり

に向けた政策提言を行う場です。単に数字を確認したり、既存

事業の説明を求めるだけであれば、その役割を十分に果たして

いるとは言えません。

　そのためには、現状を的確に把握し、課題の本質を見極めた上で、しっかりとした

調査研究を重ねることが欠かせません。準備に時間を要するからこそ、毎回必ず質問

を行うことにこだわるのではなく、一つひとつの質問の中身を重視することが大切だ

と考えています。

　議会では、それぞれの議員が責

任を持って市政と向き合い、意味

のある議論を積み重ねています。

ぜひ一度、一般質問を傍聴してい

ただき、その内容や議論の様子を

ご覧ください。そして、率直なご

感想をお聞かせいただければ幸い

です。

(12)

議場(傍聴席から)

令令和和８年年２ (月(第第127

見・ご提案をお寄せい

その中で、「なぜ、

宮原議長


